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01) 株式会社夢現 6,807 (32.50%)

02) JPLLC CLIENT SAFEKEEPING ACCOUNT 1,323 (06.31%) 

03) 日本マスタートラスト勼౏勨ষ株式会社（勼౏卶） 0,985 (04.70%) 

04) 株式会社プロトコーポレーション 0,881 (04.20%)

05) BNYM NON-TREATY DTT 0,688 (03.28%)

06) JP MORGAN CHASE BANK 385632 0,568 (02.71%)

07) CLEARSTREAM BANKING S.A 0,512 (02.44%)

08) 横山博一 0, 440 (02.10%)

09) 横山順弘 0,377 (01.80%)

10) 益田武美 0,313 (01.49%)

（2017ফ12月31日現在）

大株主（上位10名）
（千株）

連結主要データ
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発ষ済株式総数（百万株） 20.9

時価総額(億円) ※2017ফ12月末 338.8

1株当たりফ間ଦ当(円) ※2018ফ3月期予想 50.0

1株当たり当期純匏益(円) ※2018ফ3月期予想 105.69

1株当たり純資産(円) ※2017ফ3月期実績 1,316.22

ROE(%)当期純匏益ベース ※2017ফ3月期実績 5.8

ROA(%)経ଞ匏益ベース ※2017ফ3月期実績 7.0

自ഞ資本比厾(%) ※2017ফ3月期実績 63.0

潜在株式数 -

外国১人等の株式保有比厾(%) ※2017ফ12月末 30.60
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2018ফ3月期 第3四半期 連結業績（１）
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（単位：百万円）
2016ফ4-12月 2017ফ4-12月 前期対比 計画対比

実績
(a) 売上比 計画

(b) 売上比 実績
(c) 売上比 (c)-(a) % (c)-(b) %

売上高 42,390 100.0％ 46,817 100.0% 46,788 100.0% 4,397 110.4% ▲29 99.9%

売上総匏益 16,372 38.6％ 17,620 37.6% 17,539 37.5% 1,166 107.1% ▲81 99.5％

EBITDA 3,804 9.0％ 4,285 9.2％ 4,367 9.3% 562 114.8% 81 101.9％

営業匏益 2,503 5.9％ 2,958 6.3% 3,068 6.6% 564 122.6% 109 103.7％

経ଞ匏益 2,567 6.1％ 3,116 6.7% 3,243 6.9% 675 126.3% 126 104.1％
஡会社株主にషരする四半期純匏益 1,459 3.4％ 1,648 3.5% 1,639 3.5% 179 112.3% ▲9 99.4％

1株当たり四半期純匏益（円） 72.66 - 82.03 - 81.73 - 9.07 112.5% ▲0.30 99.6％

（単位：百万円）
2016ফ4-12月 2017ফ4-12月 前期対比 計画対比

実績
(a) 売上比 計画

(b) 売上比 実績
(c) 売上比 (c)-(a) % (c)-(b) %

販売費及び一ಹଵ৶費 13,869 32.7% 14,662 31.3% 14,471 30.9% 601 104.3% ▲191 98.7％
人件費 6,002 14.2% 6,061 12.9% 6,013 12.9% 10 100.2% ▲47 99.2％
広告宣伝費 2,740 6.5% 3,313 7.1% 3,079 6.6% 338 112.4% ▲233 93.0％
その他 5,125 12.1% 5,288 11.3% 5,377 11.5% 252 104.9% 89 101.7％

※2017ফ4-12月の計画値は、2017ফ10月30日公表の計画値であります。（以下同様）
※EBITDAは、「営業匏益+減価償却費+のれん償却額」にて算出しております。

売上高 主に物品販売（タイヤ・ホイール）が堅調に推移したことにより増収
営業匏இ 主に物品販売（タイヤ・ホイール）が堅調に推移したことに加え、グーシリーズ構造改革の効果により増益
஡会社株主にషരする四半期ෞ匏இ 農業事業の特別損失336百万円が発生したものの、前述の要因により増益
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2018ফ3月期 第3四半期 連結業績（２）
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（単位：百万円）

売上高の増加による
営業匏இषの୶஭厀 +4,397 売上原価の増加による

営業匏இषの୶஭厀 ▲3,230 販売ଵ৶費の増加による
営業匏இषの୶஭厀 ▲601

【主な内訳】
オートウェイ・タイヤワールド
館ベスト
プロトコーポレーション

+2,210

+2,047

【主な内訳】
オートウェイ・タイヤワールド
館ベスト
プロトコーポレーション

▲1,694

▲1,054

【主な内訳】
プロトコーポレーション

オートウェイ・タイヤワールド
館ベスト

▲455

▲440

増収 広告宣伝費の増加（ｵｰﾄｳｪｲ、ｸﾞｰﾈｯﾄ）売上総匏இの増加

（売上総匏益の増加）

■営業匏இ 増減要因分析
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2018ফ3月期 第3四半期 連結業績：セグメント別
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売上高
（単位：百万円）

2016ফ4-12月 2017ফ4-12月 前期対比 計画対比

実績(a) 構成比 計画(b) 構成比 実績(c) 構成比 (c)-(a) % (c)-(b) %

自動区関連情報 38,188 90.1% 42,241 90.2% 42,339 90.5% 4,151 110.9％ 98 100.2%

広告関連 15,775 37.2% 16,278 34.8% 16,163 34.5% 388 102.5％ ▲114 99.3%

情報・サービス 3,644 8.6% 3,703 7.9% 3,697 7.9% 52 101.4％ ▲6 99.8%

物品販売 18,768 44.3% 22,259 47.5% 22,478 48.0% 3,709 119.8％ 218 101.0%

生活関連情報 3,137 7.4% 3,320 7.1% 3,277 7.0% 139 104.4％ ▲43 98.7%

勘動産 138 0.3% 150 0.3% 159 0.3% 20 114.6％ 8 105.7%

その他 925 2.2% 1,104 2.4% 1,012 2.2% 86 109.4％ ▲92 91.6%

合計 42,390 100.0% 46,817 100.0% 46,788 100.0% 4,397 110.4％ ▲29 99.9％

営業匏இ
（単位：百万円）

2016ফ4-12月 2017ফ4-12月 前期対比 計画対比

実績(a) 匏益厾 計画(b) 匏益厾 実績(c) 匏益厾 (c)-(a) % (c)-(b) %

自動区関連情報 3,317 8.7% 3,872 9.2% 3,988 9.4% 671 120.2% 116 103.0%

生活関連情報 411 13.1% 333 10.1% 308 9.4% ▲102 75.1% ▲25 92.5%

勘動産 109 78.6% 129 86.0% 135 84.9% 25 123.8% 5 104.4%

その他 ▲81 - ▲83 - ▲73 - 8 - 10 -

ଵ৶৖୅ ▲1,252 - ▲1,293 - ▲1,291 - ▲38 - 1 -

合計 2,503 5.9% 2,958 6.3% 3,068 6.6% 564 122.6% 109 103.7%

ঽ動区関連情報 主に物品販売（タイヤ・ホイール）の増収効果、広告関連のグーシリーズ構造改革の効果により増益
※セグメント詳細については、P.19をご参照ください。

生活関連情報 主に福祉用具レンタル事業のエリア拡大に伴う営業人員の増加により減益
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■রଽ区（グーネット取引社数）

ঽ動区関連হ業のKPI（2017ফ12月末現在）

■整備（グーピット取引工場数）

13,862社
(前期末12,611社)

対象マーケット数
(32,777社)
当社調べ

有厄:2,260工場
叄厄:8,785工場
(前期末有厄:1,815工場)
(前期末無厄:8,381工場)

総マーケット数
(92,042工場)
出所 国ଅ交通匚

アクティブ

12.4%

非アクティブ

87.6%

導入済

30.5%

未導入

69.5%

■ৗ区（DataLine SalesGuide導入拠点数）

4,539拠点
(前期末3,935拠点)

総マーケット数
(14,861拠点)
出所
日本自動区販売匞会連合会

■物品販売（MOTOR GATEショッピング༎௮厾）
アクティブ厾12.4％
(前期末9.8％)

※MOTOR GATEショッピングを
2017ফ12月に1৚以上匏用した
掲載店をアクティブと定義。

※主要な取扱品目は以下の通り
・国産タイヤ・ホイール
・輸入タイヤ・ホイール

堅調

堅調

堅調

やや遅延
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2018ফ3月期 第3四半期 連結貸借対照表

（単位：百万円）
2017ফ3月期

期末
2018ফ3月期
第3四半期末

実績(a) 構成比 実績(b) 構成比

及動資産 23,731 56.6% 28,099 60.3%

固定資産 18,203 43.4% 18,473 39.7%

及動負債 12,627 30.1% 17,045 36.6%

固定負債 2,905 6.9% 2,419 5.2%

純資産 26,401 63.0% 27,107 58.2%

総資産 41,934 100.0% 46,572 100.0%

（単位：百万円）
2017ফ3月期

期末
2018ফ3月期
第3四半期末

実績(a) 構成比 実績(b) 構成比

現স及び౲স 12,784 30.5% 15,970 34.3%

有匏子負債 6,679 15.9% 9,171 19.7%

ネットキャッシュ 6,105 14.6% 6,799 14.6%

7

増減

(b)-(a) %

4,368 118.4%

270 101.5%

4,417 135.0%

▲486 83.3%

706 102.7%

4,638 111.1%

増減

(b)-(a) %

3,186 124.9%

2,491 137.3%

694 111.4%

及動資産 主な増加要因は現স及び౲সが3,186百万円増加したため（主に借入によるもの）
固定資産 主な増加要因はタイヤ物及施勳等の固定資産取千によるもの（主にタイヤワールド館ベストにおけるもの）
及動負債 主な増加要因はಢ期借入সが3,000百万円増加したため（主にプロトコーポレーションにおけるもの）
固定負債 主な減少要因はশ期借入সが428百万円減少したため（主にオートウェイにおけるもの）
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2018ফ3月期 第3四半期 連結キャッシュ・フロー計算書
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（単位：百万円）
2016ফ4-12月 2017ফ4-12月

実績(a) 実績(b)

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,883 3,367

投資活動によるキャッシュ・フロー ▲1,062 ▲1,682

財務活動によるキャッシュ・フロー ▲225 1,502

現স及び現স同等物の期末ଋ高 12,834 15,579

増減

(b)-(a)

483

▲619

1,728

2,744

（単位：百万円）
2016ফ4-12月 2017ফ4-12月

実績(a) 実績(b)

投資額（有形・無形固定資産） 1,053 1,862

減価償却費 821 824

のれん償却額 479 474

増減

(b)-(a)

808

2

▲5

営業活動による
キャッシュ・フロー

主に卮স等調整前四半期純匏益2,829百万円、支出を伴わない減価償却費、のれん償却額、
減損損失の合計が1,634百万円発生したことなどから、3,367百万円の収入となった。

投資活動による
キャッシュ・フロー

主にタイヤ物及施勳等の固定資産の取千による支出が1,523百万円発生したことなどから、
1,682百万円の支出となった。

財務活動による
キャッシュ・フロー

主にಢ期借入সの増加が3,000百万円発生したことなどから、1,502百万円の収入となった。
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ビジョン「カーライフのトータルサポート」

ビジョン
カーライフのトータルサポート

হ業勛റ
Goo Life Time Valueの構築

ৗ区・রଽ区・整備の厰হ業୩域にउける取組みを
有機的に結び付ける

現状
ৗ区・রଽ区・整備の

厰হ業୩域にथ取引社数を拡大し、
商品・サービスを展開

ユーザーのカーライフをトータルサポートする仕組みを構築する
9
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ৗ区・রଽ区・整備の厰হ業୩域にउける商品・サービスम
地域・業界No.1を目指し、ブランド価値向上に努める

■国産・輸入タイヤの仕入・販売

■整備・₈স工場向け
ソフトウエア開発・販売等

■区厥匴匀サービス

হ業勛റ「Goo Life Time Valueの構築」

DMP

10
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整備୩域にउける取組み
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整備୩域：グーピットの取引工場数推移

12

前ফ同期対比
+39.9％

（単位：工場）

グーピットのUU （前ফ同期対比+70.7％）が堅調に推移するとともに、
営業ু১の匳ఒにより有厄工場数が増加

無厄工場 有厄工場
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13

前ফ同期対比
+83.0％

※ 整備工場作業実績の投ံ数（ྸ計）：グーピットの作業実績の四半期末時点におけるྸ計投ံ数

（単位：件）

コンテンツの拡充：作業実績コンテンツが大幅に増加
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グループシナジーの発揮及び「Amazon」をはじめとしたアライアンス強化に
より、タイヤ取付サービスのವ区台数はಇশし、前ফ同四半期対比+887.4％
となった。

サービスフローのৄ直し及び「௫ଠ区匴」をはじめとしたアライアンス強化に
より、グー区匴のವ区台数はಇশし、前ফ同四半期対比+454.7％となった。

整備୩域のরறサービスष、グー区匴・৷品取付サービスの୘勱を加ச

整備୩域：ଛ客হ業のトライアル状ய

14

■グーピット取付サービスのವ区台数（タイヤ取付等）

■グー区匴のವ区台数
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Appendix
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当社を取り巻く市場の今後の動向

16

ドメイン 今後の動向

ৗ区
ディーラー

【背景】
ৗ区販売の଩ഊに伴い、ৗたな収益基ೕの確য়を目匦すべく、ৗ区ディーラーによる
中古区販売やピットサービス等षのିৡが続いている

【今後の動向】
・下取区厥を自社サイトに掲出し、ৗ厶顧客のඃ千にᇽऑる
・中古区販売や整備・点匴、৖品販売等に参入し、収益を確保する

রଽ区
販売店

【背景】
オークション・下取等、区厥ல入競争の激化やディーラー・買取店をஅんだ中古区販売
の競争激化が進んでいる

【今後の動向】
・ディーラーとの୷別化を目的とし、区厥のお買い千厤（価格୷）を୪卍する
・既存顧客との継続的な関係を構築し、ストックビジネス化を図る

整備工場

【背景】
他業態からの参入が増え、整備入庫を巡る競争が激化している

【今後の動向】
・自動区整備における付加価値提供を促進させる
・整備入庫の安定確保実現に向けたメンテナンスパックの加入促進を図る
・卙匒৻自動区षの整備ৌ厸を進める

参考：㈱矢野経済研究所
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セグメント詳細
■ঽ動区関連情報

■広告関連 ■広告関連
グーネット等のデータ登録厄（MOTOR GATE匏用厄,グー買取等） 主にMOTOR GATE月額匏用厄とグーネットによる広告収入が占める

広告掲載厄（WEB・情報誌等）、情報誌本売上 ・中古区販売店（国内）取引社数シェア 42.3％（13,862社）

グーピットषのデータ登録厄 ・整備工場（国内）取引工場数シェア 12.0％（11,045工場）

■情報・サービス ■情報・サービス
プロトコーポレーション（DataLine SalesGuide、DataLine等） 主にৗ区ディーラー向けのDataLine月額匏用厄、整備₈সシステム

プロトコーポレーション（グー鑑定、グー保証） 売上が占める。

プロトコーポレーション（グー区匴） ・ৗ区ディーラー（国内）取引拠点数シェア 30.5％（4,539拠点）

プロトリオス（整備・₈সシステム販売）

■物品販売 ■物品販売
オートウェイ・タイヤワールド館ベスト（EC:タイヤ・ホイール） 主にタイヤ・ホイールのEC販売、中古区輸出が占める。

キングスオート（中古区輸出）、バイクブロス（EC:バイク用品） ・MOTOR GATEショッピング アクティブ厾 12.4％

プロトコーポレーション（EC:物品販売）

■生活関連情報
プロトメディカルケア（広告売上・福祉用具レンタル売上等） 主に介護・福祉関連の広告収入と福祉用具レンタル売上が占める

プロトコーポレーション（カルチャー情報、リユース情報等）

■勘動産 プロトコーポレーション（勘動産賃貸収入）
主に自社ビルの非稼働フロアの賃貸収入が占める

■その他 プロトソリューション（BPO事業、ソフトウエア開発等）
オートウェイ（太陽光発電）
プロトコーポレーション（農業事業）

主にBPO事業の売上が占める

セグメント詳細

17

ৗ区

整備

রଽ区

রଽ区

রଽ区

整備

整備
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ঽ動区関連情報：ドメイン別 主要サービス概要

18

ٛরଽ区୩域ٜ

サービス名 サービス内容 顧客 サービス匏৷঻

グーネット রଽ区匴ดサイト রଽ区販売店 ঽ動区භ入ユーザー
MOTOR GATE グーネットのバックグラウンドシステム রଽ区販売店 রଽ区販売店

ID区厥（グー鑑定） 区厥状ଙ情報開示サービス রଽ区販売店 ঽ動区භ入ユーザー

サービス名 サービス内容 顧客 サービス匏৷঻

グーピット 整備工場匴ดサイト 整備工場 ঽ動区৳有ユーザー
グー区匴 区匴ଛ客サービス ঽ動区৳有ユーザー ঽ動区৳有ユーザー

ٛ整備୩域ٜ

サービス名 サービス内容 顧客 サービス匏৷঻

DataLine SalesGuide ৗ区商୥ツール ৗ区ディーラー ৗ区ディーラー

ٛৗ区୩域ٜ
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グーネットमඊಅを৳有する幅広ःফ৻にओ匏৷ຘःथःऽす

রଽ区୩域：グーネットのユーザーര性

19

18-24歳

13.6%

25-34歳

27.6%

35-44歳

30.4%

45-54歳

18.9%

55-64歳

7.0%

65歳以上

2.5%

男性

78.8%

匩性

21.2%

ফ৻別匏৷ര性 性別匏৷ര性

出所：当社調べ（2017ফ3月২）
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রଽ区୩域：グーネット・MOTOR GATEのビジネスモデル

রଽ区販売店
主
要
顧
客

プ
ロ
ト

グーネット DB

消
費
者

রଽ区匴ด

一般ユーザー

٧広告関連（システム匏৷厄）

・グーネットのバックグラウンドシステム
(中古区販売店マネジメントシステム)

・在庫ଵ৶システムとWebঌージのྖ時ಌৗ機能
を統合

・ୖস体௺：月額固定（ MOTOR GATEの匏用厄）

・各種アクセス解析
・POP作成
・ৄ஋書作成
・登録申請書類作成
・ಮଛুଦ書類作成

データ分析機能
・書類作成機能 顧客ଵ৶機能

・ৗ厶区厥登録
・在庫区厥ଵ৶
・グーネット掲載ଵ৶
・問合せଵ৶

販売ଵ৶機能

・顧客情報ଵ৶
・商談ଵ৶
・区匴情報ଵ৶
・厃勪保叁ଵ৶
・顧客区厥ଵ৶等

在庫登録在庫登録

&&

情報誌ＰＣ スマホ

・PC・スマホ・情報誌のセット販売
・ୖস体௺：1ঌージ当たりの広告掲載厄

٧広告関連（広告ൕൗ厄）
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রଽ区୩域：グー鑑定のビジネスモデル

主
要
顧
客

プ
ロ
ト
（
検
査
子
会
社
：
カ
ー
ク
レ
ド
）

消
費
者 一般ユーザー

٧鑑定厄

রଽ区販売店

・ୖস体௺：1台あたりୖস
・2008ফ10月より全国展開開始

রଽ区匴ด

グー鑑定 3つのポイント
⋇第勫者機関の日本自動区鑑定匞会（JAAA）の基準に基づき

中古区を鑑定
⋈外ಎ・内ಎ・機関・ఊ୮ഄの4項目について鑑定を実施
⋉鑑定した外ಎ、内ಎ、機関、ఊ୮ഄのそれझれについて評価

を定め、情報を開示
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ユーザーが್くরଽ区षの勘安を௸ሁし
より安升しथরଽ区をභ入でऌる୭୆をつくる

マッチング

রଽ区ൕൗ台数
427,230台

うち区厥状ଙ௬価付
149,265台

グー鑑定区
従来より

グーネット上で
区厥叔態情報を開示

メーカー
卉定রଽ区 グーネット上での

区厥状ଙ情報の開示を
開始

区厥状ଙ௬価書
なし

（2018ফ1月26日20時 時点）※参考 競合メディアの区厥叔態情報開示 36,244台

■଼合メディアとの୷別化：区厥状ଙ情報開示をৢगた勱৺厾の向上
→「ID区厥」をサービスイン（2016ফ8月18日ع）

রଽ区୩域：রଽ区の区厥状ଙ情報の開示

22
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整備୩域：グーピット・グー区匴のビジネスモデル

整備工場
主
要
顧
客

・PC・スマホのセット販売
・ୖস体௺：月額固定（グーピットषの情報登録厄）

・卶コミ、無厄電匋機能を勳厒

プ
ロ
ト

消
費
者

整備工場匴ด

ঽ動区ユーザー

٧広告関連（広告ൕൗ厄）

&

ＰＣ スマホ

ネットで買ったカーナビやETCは
どこで取り付けるのがいいんだろう？

匝の近くで区をఊ৶したいけど、
評判のଐい整備工場って…

٧業務卑౏厄

٧区匴費৷

整備工場の全国ネットワーク（10,000工場超）

受け入れ可能
遠方

受け入れ困難
近所

整備工場 C

整備工場 B

受け入れ可能
近所整備工場 A
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乗り換えPOP機能 乗り換えシミュレーション機能

ৗ区୩域：DataLine SalesGuide

コスト比較提案機能 将来価格予測グラフ機能

主
要
顧
客

プ
ロ
ト

消
費
者 ঽ動区ユーザー

ৗ区ディーラー

・ୖস体௺：月額固定
・ユーザーとの商談の際に現在価値と将来価値の

概算を提示し、乗換促進を実現する

٧サービス匏৷厄
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国内市販৷タイヤ市場म、ঽ動区৳有台数に連動し安定的に推移

物販୩域：国内タイヤ市場の概要

25

0

20,000

40,000

60,000

80,000

2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016

トラック・バス用 小形トラック用 乗用区用

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016

トラック・バス用 小形トラック用 乗用区用

■国内市販৷タイヤ販売本数（四୽） ■国内ৗ区৷タイヤ販売本数（四୽）

出所：（社）日本自動区タイヤ匞会 出所：（社）日本自動区タイヤ匞会

（単位：千本）（単位：千本）

1.ফ৑৺7,000万本と安定的な市場
自動区保有台数とৼ関勯が高い

2.プレイヤーが細分化した小売市場
カー用品店、中古区販売店、SS等

3.今後、ECシフトがৄ匸ऽれる
取付・交換プロセスの改善により、ECシフトが加速

1.緩やかな減少傾向
ৗ区販売台数とৼ関勯が高い

2.ঽ動区メーカーとタイヤメーカーの直取引
ৗ区षのタイヤ఼用はブランドৡ向上にఞଖ

69,884

42,767
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メーカーの垂直統合が進展し、相対的に小売店の規模が小さな市場

物販୩域：国内市販৷タイヤ市場の及ৢ構ୗ

26

約2,500拠点

消費者（タイヤ買替ユーザー）

タイヤ卸

中古区販売店

小売販売本数：7,000万本طফ

国内タイヤメーカー

整備工場

メーカー直営店/FC店

海外タイヤメーカー

ৗ区ディーラーカー用品店

SS(ｶﾞｿﾘﾝｽﾀﾝﾄﾞ)

オートウェイ

ﾀｲﾔﾜｰﾙﾄﾞ館ﾍﾞｽﾄ

約1,500拠点

約15,000拠点

約32,000社

約92,000工場

約31,000拠点

※兼業による拠点重複あり

MOTOR GATE 
ショッピング(MGS)MGS

2017ফ9月時点 ＜当社調べ＞

※兼業による拠点重複あり
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連結業績実績（10ফ推移）
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（単位：百万円） 2008ফ
3月期

2009ফ
3月期

2010ফ
3月期

2011ফ
3月期

2012ফ
3月期

2013ফ
3月期

2014ফ
3月期

2015ফ
3月期

2016ফ
3月期

2017ফ
3月期

売 上 高 22,893 23,657 25,682 28,779 30,582 38,287 54,761 48,602 54,297 56,717 

営 業 匏 益 3,771 5,384 6,098 6,111 5,846 4,209 4,735 4,233 4,071 2,795 

当 期 純 匏 益 1,838 3,187 3,529 3,197 3,275 2,290 2,627 2,381 ▲ 390 1,506 

E B I T D A * 1 4,078 5,628 6,490 6,856 6,540 5,161 6,483 6,039 6,149 4,546 

調 整 ৏ 当 期 純 匏 益 * 2 1,915 3,223 3,621 3,620 3,680 2,836 3,555 3,308 641 2,145 

減 価 償 却 費 230 207 299 322 288 404 819 879 1,046 1,112 

の れ ん 償 却 額 77 36 91 422 405 546 928 926 1,032 638 

*1 EBITDAは、「営業匏益+減価償却費+のれん償却額」にて算出しております。
*2 調整৏当期純匏益は、「当期純匏益+のれん償却額」にて算出しております。

（単位：百万円）

営業匏இ・EBITDA・調整後当期ෞ匏இのফ卙推移

0

2,000

4,000

6,000

8,000

2008ফ3月期 2009ফ3月期 2010ফ3月期 2011ফ3月期 2012ফ3月期 2013ফ3月期 2014ফ3月期 2015ফ3月期 2016ফ3月期 2017ফ3月期

営業匏益 EBITDA 調整৏当期純匏益
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連結業績 セグメント別（10ফ推移）
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セグメント別売上高
（単位：百万円）

2008ফ
3月期

2009ফ
3月期

2010ফ
3月期

2011ফ
3月期

2012ফ
3月期

2013ফ
3月期

2014ফ
3月期

2015ফ
3月期

2016ফ
3月期

2017ফ
3月期

自 動 区 関 連 情 報 21,546 21,889 22,858 25,566 26,704 33,687 50,138 44,056 49,486 51,025

広 告 関 連 18,919 19,419 19,511 20,558 20,579 21,163 21,412 21,593 21,006 21,231

情 報 ・ サ ー ビ ス 2,339 2,232 2,818 3,083 3,312 3,749 4,464 4,546 5,087 4,893

物 品 販 売 287 237 528 1,923 2,813 8,774 24,262 17,915 23,392 24,899

生 活 関 連 情 報 882 1,345 2,286 2,616 3,470 3,837 3,541 3,393 3,466 4,236 

勘 動 産 174 194 205 181 166 163 167 164 162 187 

そ の 他 291 227 332 415 240 597 913 988 1,182 1,268 

合 計 22,893 23,657 25,682 28,779 30,582 38,287 54,761 48,602 54,297 56,717 

セグメント別営業匏இ
（単位：百万円）

2008ফ
3月期

2009ফ
3月期

2010ফ
3月期

2011ফ
3月期

2012ফ
3月期

2013ফ
3月期

2014ফ
3月期

2015ফ
3月期

2016ফ
3月期

2017ফ
3月期

自 動 区 関 連 情 報 5,573 7,034 7,590 7,281 7,272 5,916 6,217 5,624 5,277 3,939 

生 活 関 連 情 報 ▲ 24 62 162 301 228 131 248 338 307 478 

勘 動 産 71 70 105 104 83 85 69 96 109 147 

そ の 他 ▲ 123 ▲ 80 ▲ 35 ▲ 91 ▲149 ▲323 ▲140 ▲94 ▲ 66 ▲136 

ଵ ৶ ৖ ୅ ▲ 1,725 ▲ 1,701 ▲ 1,725 ▲ 1,484 ▲1,589 ▲1,599 ▲1,659 ▲1,732 ▲ 1,554 ▲1,633 

合 計 3,771 5,384 6,098 6,111 5,846 4,209 4,735 4,233 4,071 2,795 
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会社概要
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株式会社プロトコーポレーション
1977ফ10月1日
1979ফ6月1日
1,824,620,000円 （2017ফ12月31日現在）
20,940,000株 （2017ফ12月31日現在）
〒460-0006 名古屋市中区葵一丁目23番14号
〒113-0033 東京都文京区本郷二丁目22番2号
ైච、෽台、高厠、শ野、ଘ厞、名古屋、স厫、大ଚ、広勹、厞山、福厉、ി本
(全国56拠点)
3月31日
連結：1,612名 (2017ফ12月31日現在)
単体： 637名 (2017ফ12月31日現在) 
東京証券取引所JASDAQスタンダード (2001ফ9月12日 上場) 
1.株式会社オートウェイ
2.株式会社タイヤワールド館ベスト
3.株式会社バイクブロス
4.株式会社キングスオート
5.株式会社プロトリオス
6.株式会社カークレド
7.株式会社カーブリックス
8.株式会社プロトメディカルケア
9.株式会社丸冨士

10.株式会社シルバーはあと
11.株式会社プロトソリューション
12.株式会社沖縄コールスタッフサービス
13.PROTO MALAYSIA Sdn. Bhd.
14.台೓ᝢଡ଼匭ᅐ㭨有଒公ఘ
15.CAR CREDO MALAYSIA SDN. BHD.
（2017ফ12月31日現在）

社名
創業
勳য়
資本স
発ষ済株式総数
本社

支社

事業ফ২末
社員数

上場取引所
連結子会社

月໷中古区通勼 1977ফ創໷

【2013ফ04月子会社化】
【2015ফ04月子会社化】
【2010ফ04月子会社化】
【2012ফ04月子会社化】
【2002ফ10月子会社化】
【2012ফ02月勳য়】
【2017ফ05月勳য়】
【2009ফ10月子会社化】
【2016ফ01月子会社化】
【2016ফ01月子会社化】
【2007ফ04月勳য়】
【2017ফ10月子会社化】
【2011ফ09月子会社化】
【2011ফ12月勳য়】
【2015ফ08月勳য়】

（議決権所有割合：直接 100％）
（議決権所有割合：直接 100％）
（議決権所有割合：直接 100％）
（議決権所有割合：直接 100％）
（議決権所有割合：直接 100％）
（議決権所有割合：直接 100％）
（議決権所有割合：間接 66％ ）
（議決権所有割合：直接 100％）
（議決権所有割合：間接 100％）
（議決権所有割合：間接 100％）
（議決権所有割合：直接 100％）
（議決権所有割合：間接 100％）
（議決権所有割合：直接 100％）
（議決権所有割合：直接 100％）
（議決権所有割合：間接 100％）
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※ 本資厄に卌載のস額は、全て百万円未௥を卲りຽてて表示しております。

◆将来予測について
本資厄で提供されているIR情報には、将来のৄ通しに関する情報がஅまれています。
これらഄఴ的事実以外の情報は、当社グループがരする業化の競争、市場、౾勧২に係

るリスクや勘確実勯による୶஭を受ける參能勯があります。その結果、当社が現時点でཔ
඼參能な情報から判友したෘ定及び推測に基づくৄ匸ाは、将来における実際の成果及び
業績とは౮なる場合があり千ることを、ごഅ半おきください。

◆本資厄及び当社IRに関するお問い合わせ先
株式会社プロトコーポレーション 経営勛റ஼ ൝匓、高௔
Tel ：052-934-1519
Mail: 4298ir@proto-g.co.jp


